
 

シンポジウム「公正な社会を求めて――グローバル化する世界のなかで」の開催について 

 

１．主 催 日本学術会議 社会学委員会社会理論分科会 

       

２．日 時  平成２０年 ８月２日（土）１３：００ ～１７：００ 

 

３．場 所  日本学術会議講堂 

 

４．次 第 

＜開催趣旨＞ 

 グローバル化という大きな社会変動のインパクトを受け、日本社会にも様々な問題が生

じている。そこで、福祉・家族、環境問題、多文化間共生、等の変わりつつある現状を問

い、診断し、事態の制御とより公正な秩序の形成のための提言を行なう。 

 

開会挨拶：今田髙俊（東京工業大学教授、日本学術会議会員） 

  

Ⅰ 講 演（13：10 ～15：20） 

1）宮島 喬（法政大学教授、日本学術会議連携会員） 

「グローバリーゼーションの社会的インパクト」         

  2) 藤村正之（上智大学教授、関東社会学会会長） 

「福祉社会のゆくえ－社会的包摂と公正」            

 3) 舩橋晴俊（法政大学教授、日本学術会議連携会員） 

「環境に関する道理性と日本の役割」            

 4) 伊藤るり（一橋大学教授、日本学術会議連携会員） 

「多文化共生と人権－日本の文脈から」             

 

Ⅱ 討論など（15：30 ～16：50） 

 1）吉原直樹（東北大学教授、日本学術会議連携会員） 

2）丸山哲央（佛教大学教授、日本学術会議連携会員） 

 3）上野千鶴子（東京大学教授、日本学術会議会員） 

  

 

閉会挨拶（16：50～17：00） 

  井上 俊（甲南女子大学教授、日本社会学会会長） 

 

司会 

  友枝敏雄（大阪大学教授、日本学術会議連携会員） 

  牟田和恵（大阪大学教授 日本学術会議連携会員）              

 

参加申込方法 

 事前申し込みは必要ありません。 
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日本学術会議公開シンポジウム

日本学術会議講堂
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13:00 ～ 17:00
( 土 )

開会挨拶

社会学委員会委員長 今田 高俊 東京工業大学  日本学術会議会員

報告者

「グローバリゼーションの社会的インパクト」  宮島 喬  法政大学  日本学術会議連携会員

「福祉社会のゆくえ ―社会的包摂と公正」  藤村 正之 上智大学  関東社会学会会長

「環境に関する道理性と日本の役割」   舩橋 晴俊 法政大学  日本学術会議連携会員

「多文化化する社会と人権 ―日本の文脈から」 伊藤 るり 一橋大学  日本学術会議連携会員

コメンテーター

吉原 直樹  東北大学  日本学術会議連携会員

丸山 哲央  佛教大学  日本学術会議連携会員

上野 千鶴子  東京大学  日本学術会議会員

閉会挨拶

日本社会学会会長  井上 俊 甲南女子大学  日本学術会議連携会員

司会

友枝 敏雄 大阪大学  日本学術会議連携会員

牟田 和恵 大阪大学  日本学術会議連携会員

東京都六本木 7-22-34
地下鉄千代田線「乃木坂」駅下車
青山霊園方面出口徒歩1分

共催  日本社会学会
主催  日本学術会議社会学委員会 社会理論分科会
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